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ま
ず
登
壇
し
、
通
算
11
回
目
の
一
般
質
問

を
行
え
る
お
礼
と
多
く
の
傍
聴
者
に
お
越
し

い
た
だ
い
た
お
礼
を
述
べ
た
後
、
質
問
席
に

移
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
最
初
に
山
本
一
太
知
事
に
ベ
ト
ナ
ム
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、米
国
の
ト
ッ
プ
外
交
に
関

す
る
所
感
を
伺
い
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
人
脈
構
築
を
行
う
と
伴
に
、

今
後
の
投
資
促
進
や
観
光
分
野
で
の
交
流
に

つ
い
て
意
見
交
換
し
た
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
社
会
的
情
動

ス
キ
ル
に
関
す
る
教
育
連
携
に
つ
い
て
、米
国

で
は
最
先
端
の
技
術
力
を
持
つ
会
社
や
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
及
び
デ
ジ
タ
ル
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
関
連
企
業
を
訪
問
し
、有
意
義
な

ト
ッ
プ
外
交
が
出
来
た
と
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。
今
後
も
県
民
の
幸
福
度
向
上
に
向
け
た

地
域
外
交
に
取
り
組
む
計
画
で
す
。

最
初
に

ト
ッ
プ
外
交
に
つ
い
て

　

議
員
が
頂
く
要
望
で
多
い
の
が
、横

断
歩
道
な
ど
の
標
示
塗
り
直
し
で
す
。

自
民
党
県
連
は
昨
年
８
月
の
９
月
補
正

予
算
編
成
に
伴
い
、政
調
懇
談
会
に
お

い
て
横
断
歩
道
な
ど
の
標
示
塗
り
直
し

と
新
設
の
迅
速
化
と
予
算
の
増
額
を
強

く
要
望
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、増
額
と

迅
速
化
の
た
め
の
発
注
方
法
を
見
直
し

ま
し
た
。
見
直
し
内
容
に
つ
い
て
警
察

本
部
長
に
内
容
を
質
し
ま
し
た
。

　

来
年
度
か
ら
は
、新
し
い
方
法
に
よ

る
工
事
が
、全
県
下
に
導
入
予
定
で
す
。

　県営発電所の売電契約の見直し、肉牛振興、県営住宅
の共益費管理、持続的な賃上げを行うための価格転嫁
についても質問を行いました。興味のある方は、群馬
県議会ホームページ議会中継をご覧ください。

教
育
関
係
に
つ
い
て

　

平
田
郁
美
教
育
長
に
は
、県
立
高
校
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
を
導
入
す
る

モ
デ
ル
校
に
関
す
る
進
捗
と
部
活
動
の

地
域
移
行
に
伴
う
地
元
の
上
武
大
学
や

東
京
福
祉
大
学
を
含
む
県
内
大
学
と
の

連
携
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。
モ
デ
ル

校
に
関
し
て
は
、普
通
科
と
専
門
学
科
高

校
や
地
域
を
考
慮
し
て
複
数
校
設
置
し

た
い
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、部

活
動
の
地
域
移
行
で
は
、県
内
大
学
を
地

域
ク
ラ
ブ
活
動
拠
点
の
１
つ
と
し
て
取

り
組
み
た
い
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

県
議
会
議
員
と
し
て
機
会
あ
る
ご
と

に
取
り
組
ん
で
い
る
人
材
確
保
に
つ
い

て
は
、令
和
５
年
度
の
保
育
士
不
足
数

は
３
９
７
人
で
あ
り
、５
月
に
開
設
し
た

「
ぐ
ん
ま
保
育
士
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
」

に
お
い
て
17
名
の
就
職
に
つ
な
が
っ
た

と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、地
域

限
定
保
育
士
制
度
を
導
入
す
る
よ
う
要

望
い
た
し
ま
し
た
。

横
断
歩
道
な
ど
の
標
示

　
　
　

塗
り
直
し
に
つ
い
て

保
育
人
材
確
保
に
つ
い
て

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
の
県
議
会
議
員
選
挙
で
は
３
期
目
の
当

選
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
昨
年
11
月
29
日
（水
）
に
通
算

11
回
目
の
登
壇
の
機
会
を
頂
き
、一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
新
年
号
は
質
問
答

弁
内
容
の
詳
細
や
委
員
会
活
動
及
び
地
元
の
活
動
な
ど
を
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

↑
令
和
５
年
12
月
４
日
上
毛
新
聞
１
面
記
事

↑
令
和
５
年
11
月
30
日
上
毛
新
聞
24
面
記
事

編
集
の
都
合
で
記
事
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
更
し
て
い
ま
す
︒

編
集
の
都
合
で
記
事
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
更
し
て
い
ま
す
︒



自
民
党
群
馬
県
連
会
長

　

 

小
渕
優
子
衆
議
院
議
員
と

県
議
会　

野
球

　
　

  

関
東
大
会　

 

優
勝

小渕会長と党勢拡大に努めます

県議会議員の交流の場として、コロナ後４年ぶり

に関東大会が開催され優勝しました。私は、監督

兼エースとして２刀流？　で奮闘しました。

↑
令
和
５
年
５
月
12
日
上
毛
新
聞
記
事

編
集
の
都
合
で
記
事
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
更
し
て
い
ま
す
︒

令和５年の政調会長としての活動や地元活動等の報告

委
員
会
活
動

　

本
年
度
は
、産
経
土
木
常
任
委
員
会

（
産
業
経
済
部
・
県
土
整
備
部
・
企
業
局

を
所
管
）と
少
子
化
対
策
・
ウ
エ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
特
別
委
員
会
に
所
属
し
て
い
ま

す
。
産
業
経
済
部
に
お
け
る
質
疑
で
は
、

持
続
的
な
賃
上
げ
を
行
う
た
め
の
価
格

転
嫁
を
取
り
上
げ
、産
学
官
連
携
の
協

定
書
の
締
結
や
価
格
交
渉
ツ
ー
ル
を
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
を
要
望
し
実
現

し
ま
し
た
。
県
土
整
備
部
で
は
、羽
黒

町
に
あ
る
県
営
住
宅
団
地
の
管
理
人
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
取
り
方
の
見
直

し
や
県
内
に
あ
る
公
園
にpark-PFI

の

手
法
で
喫
茶
店
や
売
店
の
設
置
を
積
極

的
に
行
う
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　

特
別
委
員
会
で
は
、少
子
化
対
策
に

向
け
た
保
育
人
材
確
保
や
教
育
関
係
を

取
り
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、県
民
幸
福

度
向
上
の
た
め
健
康
増
進
な
ど
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。
今
後
も
し
っ
か
り
質
疑

を
行
い
、政
策
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

政
調
会
長

地
元
活
動

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
自
民
党
群
馬
県

連
の
政
務
調
査
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、９
月
に
は
１
０
０
団
体
以
上
の

関
係
者
に
お
越
し
い
た
だ
き
、恒
例
の

団
体
政
調
会
も
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

出
前
政
調
会
で
は
群
馬
県
建
設
業
協
会

に
伺
い
、要
望
に
耳
を
傾
け
、意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
７
月
25
日
と
11
月
６
日
に
全
国
政
調

会
議
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
、温
泉
文

化
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
や

保
育
士
配
置
基
準
の
見
直
し
な
ど
を
要

望
し
ま
し
た（
写
真
右
下
）。

　

お
か
げ
さ
ま
で
３
期
目
の
当
選
を
果

た
し
、県
議
会
議
員
と
し
て
９
年
目
に

な
り
ま
し
た
。
道
路
や
堤
防
改
良
な
ど

は
実
現
ま
で
に
多
大
な
経
費
と
時
間
が

必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
数
年
前
か
ら

要
望
し
て
い
る
案
件
が
少
し
ず
つ
で
あ

り
ま
す
が
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
県
道

伊
勢
崎
深
谷
線
茂
呂
町
２
丁
目
変
則
交

差
点
は
、改
良
に
向
け
用
地
の
確
保
を

進
め
て
い
ま
す
。
県
道
綿
貫
篠
塚
線
中

町
変
則
交
差
点
は
、測
量
後
設
計
を
進

め
る
予
定
で
す
。
ま
た
、境
上
武
士
付
近

の
粕
川
堤
防
で
す
が
、か
さ
上
げ
に
向
け

設
計
中
で
す
。
県
道
深
津
伊
勢
崎
線
沿

い
の
樹
木
に
関
し
て
は
、12
月
に
枝
の
せ

ん
て
い
が
終
了
し
ま
し
た（
写
真
左
上
）。

　

山
王
町
を
流
れ
る
韮
川
河
川
敷
に
生

え
て
い
た
雑
木
も
処
分
出
来
ま
し
た
。

交
通
対
策
で
は
、国
道
３
５
４
バ
イ
パ

ス
韮
塚
交
差
点
の
南
北
道
路
用
の
右
折

信
号
が
新
設
さ
れ
ま
し
た（
写
真
左
）。

　

ま
た
、長
沼
会
館
付
近
の
交
差
点
横
断

歩
道
標
示
の
塗
り
直
し
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
少
し
で
も
生
活
し
や
す
い
環
境

整
備
に
努
め
ま
す
の
で
、ご
要
望
や
ご

意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
下
さ
い
。

伊勢崎市山王町に生まれる
群馬県立桐生高等学校　卒業
高崎市立高崎経済大学　卒業
（株）プラグシティ (現ベイシア電器 )
執行役員営業部長
伊勢崎市 PTA 連合会長
伊勢崎市議会議員選挙　4,265 票にて当選
群馬県議会議員選挙　10,728 票にて当選
群馬県議会議員選挙　11,303 票にて当選
群馬県議会議員選挙　12,298 票にて当選　

1 9 6 4年
1 9 8 3年
1 9 8 8年
1 9 9 9年

2 0 0 6年
2 0 1 0年
2 0 1 5年
2 0 1 9年
2 0 2 3年
現　在

群馬県議会議員２期
常任委員会　厚生文化常任委員会　委員長
特別委員会　外国人との共生に関する特別委員会
議会運営委員会副委員長　決算特別委員会副委員長
自民党役職　県連筆頭副幹事長
常任委員会　文教警察常任委員会　委員長
特別委員会　危機管理対策特別委員会
自民党役職　県連総務副会長
常任委員会　産経土木常任委員会　委員長
特別委員会　脱炭素社会・新エネルギーに関する特別委員会　副委員長
常任委員会　文教警察常任委員会
特別委員会　子育て・障がい者支援に関する特別委員会
自民党群馬県連役職　県連政務調査会長
群馬県議会議員３期
自民党群馬県連役職　県連政務調査会長

2019年
(令和元年)

2020年
(令和2年)

2021年
(令和3年)

2022年
(令和4年)

2023年
(令和5年)


